　特定非営利活動（NPO）法人　　やましろ里山の会週刊ニュース　　2014年8月14日　525号
台風11号が本土縦断　　発生してからのスピードが遅く、大いに心配しました。各地に大きな被害を発生させましたが、山城地域では木津川の流れ橋が4年連続で21回目の流出となってしまいました。橋桁が一部流れ、残った桁には巨大な流木と小枝などのゴミが引っかかっています。橋の板は残っているようです。
　　
木津川一日体験は10日9時30分集合予定でしたが、高水敷にまで水位がきていましたので台風通過の直後だったので、相談の結果中止と決定し、参加希望者にはその旨を連絡しました。
ツバメのねぐら入りは10日の夕方の予定でしたが、水位が高くなっていることと風が強く吹いているなどで、前日の18時に中止を決定しました。リビング紙40万部で7月27日に案内を京都市内と宇治、城陽市内に配布していただいていたので、中止はかなり勇気が必要でした。ガイドをお願いしていた講師の助言もあって、「たぶん燕は帰ってこないでしょう。開催しても姿を見ることは不可能」ということでした。しかし、万一集合地点に集まってこられる人があった場合と考えて、17時に向島駅で中止を伝えようとお待ちしていましたら、6人のお方がお越しになりました。事情を説明し、わかる範囲でつばめのお話を行い、観察地点をお伝えしました。皆さんはせっかく来たのだから、現地まで散歩のつもりで歩きますと、全員元気に現地を真座されました。
東北気仙沼市　仮設住宅訪問　復興支援　6日～9日　多くのご支援や義援金をお届けしました。6日の午前4時に集合し、5時に小倉インターから高速道路・北陸道、東北道周りで960㎞を踏破しました。目指す宮城県気仙沼市には13時間後の午後19時に無事到着、支援物資の積み替えをして、元吉民商さんの会議室で「ほや」などをいただき夕食のカレーをごちそうになりました。
鹿折仮設住宅に到着明日の打合せを手早く済ませ、銭湯に出かけ30分で一風呂浴びて就寝、翌朝5時過ぎに起床、朝食準備、配達物資の袋詰め、無料バザーの用意など、音を立てずに静かに作業を進め、6時30分に朝食、日程を確認して持ち場やチームでの打合せ、8時にはいよいよ屋外での会場準備、忙しいスケジュールの一日が始まりました。足湯、健康相談、血圧測定、焼きそばつくり、お茶っこ（緑茶を振舞い話し相手になる）などそれぞれがてんてこ舞いの忙しい一日となりました。夕方からは仮設住宅の皆さんとの懇談交流会が22時ごろまで続きました。そこそこに後始末をして、45分間で銭湯につかり、疲れを癒しました。
翌日は場所を変えて同じスケジュールで仮設住宅を訪問し、激励を行いました。こうして実働3日間の全日程を無事終了して9日の午前7時前に京都に向かって出発、13時間を少しオーバーして9時30分に到着しました。この間台風11号の動きが気になりましたが、無事帰着できました。
打田田圃にイノシシ進入　大きな被害が発生したと10日の夕方山本輝夫さんから電話が入りました。このままでは田んぼが全滅してしまうということでした。イノシシの侵入を防ぐ防護柵が完全に設置されているので安心していましたが、翌朝現地を見てみると土砂がへこんでいるところがあって、この場所からもぐりこんだようでした。鉄網を張って補強することにしました。しかし夏草が大変生い茂っていて、簡単に網を張り付けるわけにはいきません。森島さんや播川さん深田さんに救急電話をかけて実情を伝えました。本日中にやり上げないと再び侵入を許すと米は全滅するとして、大急ぎで集まっていただきました。なんとかして作業をスムースに運ぶには草刈をきちんと行うことが先決と3人で2時間、汗でぼとぼとになって草刈を行いました。以前イノシシ対策には柵以外にバッファーゾーンをしっかりとることを学んでいましたので、防護柵の外の雑草をかなり広く刈り取りました。午後の協力者の方々とは網の運びこみとイノシシは押す力が強いので柵の外に補強の網を張り巡らしました。何とか網40枚を張り終えることができました。突然のお願いにお盆前日にもかかわらず緊急事態発生と快く受け止めていただきました。特に暑い暑い中作業いただいた皆さん本当にご苦労様でした。ありがとうございました。
16日　17時から灯呂流し実施　田辺高校東側　防賀川　参加費無料　毎年この日に近くの皆さん100人近くが集まっていただき夕やみ迫る小川で川面の風に吹かれながら楽しいひと時を送ります。各新聞社も取材に訪れ、京田辺市の風物詩として紙面を飾っています。京田辺市の広報のトップ記事として写真が扱われた時もあります。半紙状の用紙に思い思いの文字や絵を絵具で書き上げて、ベニヤ板の小柱に張り合わせて、行燈に仕上げます。そして頃合いを見て小舟に見立てた小皿に乗せて小川で流します。夕やみが迫ってくると美しく書かれた絵や文字が浮かび上がり、幽玄の風景が作り出されます。歓声が上がります。小さな夏の思い出に故郷の小川を使った、手作りの時間を少し爽やかに過ごしてみませんか。団扇と持ち運びができる蚊取り線香があれば、準備は最高に楽しめます。参加費は無料です。できる人は灯呂に使う絵や文字を書いてきてくれるとさらに楽しくなります　皆さんのお越しをお待ちしています。
第18回里山講演会　9月6日（土）　13時より　16時30分終了予定　京田辺市大住住民センター　
講師琵琶湖博物館専門学芸員・中井克樹さんにお願いしています。演題は「外来種を琵琶湖から見ると」（仮題）としています。また「木津川葉どんな川」と題して木津川読本の読み解きをやましろ里山の会がさせていただきます。現在の所確定できていませんが、中川宗孝さんにも都合がつきましたらお話いただける様折衝しております。今、各所で外来種問題が話題になってきています。日本に来たものはすべて外来種とされていますが、もともとの国では、絶滅危惧種的な状況になっているものもあるとお聞きしています。多くのご参加をお願いします。
9月13日（土）10時ＪＲ大河原駅出発～笠置まで「秋の木津川花散策」としてハイキングをします。弁当持参でご参加ください。






